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取得学位

日本生態学会（近畿地区会自然保護専門委員長、外来種問題検討作業部会員）、日本貝類学会（副
会長、評議員、多様性保全委員長、学会誌編集委員）、関西自然保護機構（運営委員）、日本ベントス
学会、付着生物学会、日本陸水学会、軟体動物多様性学会、応用生態工学会、南紀生物研究会、東
京貝類同好会、名古屋貝類談話会

外来海洋生物と外来淡水動物の分布、生態、被害、
リスクアセスメントおよび防除に関する研究

京都大学理学研究科博士課程満期退学

理学博士（京都大学）

生物地理学、保全生物学、動物生態学

最終学歴

　【研究上の特記事項】

　日本貝類学会多様性保全委員会の委員長として、2017年度〜2019年度の3年間のこの委員会の活
動をまとめた論文集『貝類の多様性保全』を編集し、自身も「日本と世界の貝類の多様性保全の法的現
状」についての論文を作成した。他にも、解散外来種に関する論文を共著論文として執筆した。さらに、
日本貝類学会副会長として、学会企画・編集の書籍『貝の疑問50』の企画・編集・執筆を担い、34名の
執筆者との連絡や原稿の編集作業を行った。この書籍は2022年度に成山堂書店から刊行される予定
である。

学部担当科目

・基礎演習 I
・自然の保護（環境論 IV）
・環境科学 I （環境論 VII ）
・環境科学 II（環境論 VIII ）
・生態学 I
・生態学 II （人間論 V）
・生物進化学（生物の多様性）

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

大学院博士後期課程
担当科目

　いずれの科目も、担当科目の受講者が大変に多いため、1年間を通して、対面授業はほとんどでき
ず、WEB授業の準備と実施、毎回の課題の準備と提示と評価に明け暮れた。ともかくも、読んでわかり
やすい教材、視聴してわかりやすい授業動画の作成、紛れのない課題の提示とオンラインでも学習効
果のあがる教材の作成に腐心した。

　日本貝類学会副会長・多様性保全委員長、日本生態学会近畿地区会自然保護専門委員長、日本
生態学会外来種問題検討作業部会委員、環境省絶滅のおそれのある野生生物の選定・評価検討会
貝類分科会座長・委員、環境省特定外来生物選定専門家グループ会合（無脊椎動物）委員、環境省
希少野生動植物種保存推進員、京都府希少野生生物専門委員、京都府レッドリスト改訂委員・外来種
実態調査委員等の活動を通して、自然環境保全・希少生物保護・外来生物防除等に係る活動や情報
収集、行政機関への情報提供と助言、関係機関への要望書提出などを行った。

授業科目

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

　昨年度に続き、本年度も学生支援センター長として、授業、課外活動、学生生活のあらゆる面での新
型コロナウィルス感染防止対策を考案して実施しなければならず、かつ、オンライン授業（WEB授業）の
準備とトラブルへの対応、コロナ禍での障害学生支援策や学習支援策を講じなければならず、この業
務に大学での勤務時間のほとんどを費やした。
　11ものクラブ・サークルの顧問として、コロナ感染防止策やコロナ禍での活動の方法、新入生の勧誘
の方法などを学生とともに検討し、助言した。

専門分野

通信教育部担当科目 ・環境論 III



共編著

共著

単著

①

③

（学術論文）

（その他）

③

① 最北のタイワンホトトギス
（二枚貝綱：イガイ科）―山口
県萩市での採集記録

② 軟体動物の多様性保全と
法令の現状

（学会発表）

研究業績[著書、学術論文等]

概　　　　　　　要

（著書）

著書､学術論文等の名称

日本貝類学会2021年7月

Molluscan Diversity, 6(1):
55-78

日本貝類学会特別出版物
第5号『貝類の多様性保
全』、7-16頁

2021年7月

2021年7月

山口県萩市で1970年代に発見された
外来二枚貝タイワンホトトギスの日本へ
の導入経路と手段について検討した。

世界と日本の希少軟体動物の多様性
保全の現状、特に法的保護の現状をま
とめ、問題点を指摘して将来のより良い
あり方を模索、提言した。

私が編集代表者となって、日本貝類学
会多様性保全委員会がおこなった調
査活動の成果と日本の希少軟体動物
の保護の現状をまとめた。

②

① 貝類の多様性保全

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称
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